
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主映像データと、この主映像データに関連する複数の副映像データと、この複数の副映
像データそれぞれの表示期間を規定する制御データとが記録された記録媒体を再生する情
報再生装置において、
　前記制御データで規定された表示期間内にある副映像データとともに、前記制御データ
で規定された表示期間内にない副映像データを、同時に表示可能としたことを特徴とする
情報再生装置。
【請求項２】
　前記制御データで規定された表示期間内にある副映像データと、前記制御データで規定
された表示期間内にない副映像データとは、互いに異なる領域に表示されることを特徴と
する請求項 記載の情報再生装置。
【請求項３】
　前記制御データで規定された表示期間内にある副映像データと、前記制御データで規定
された表示期間内にない副映像データとは、主画像に対して互いに異なるコントラスト比
で表示されることを特徴とする請求項 記載の情報再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、例えばＤＶＤ等の光ディスクのように主映像データと副映像データとが記録
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された記録媒体を再生する情報再生装置に係り、特にその副映像データの再生処理を改良
したものに関する。
【０００２】
【従来の技術】
周知のように、近年では、例えば音声用のＣＤ（ Compact Disk）と同じ直径１２ｃｍの光
ディスクに、音声データだけでなく映像データも圧縮して記録することができるようにな
っている。この種の光ディスクとしては、例えばＣＤ－ＲＯＭ（ Read Only Memory）等が
、教育用からカラオケ用に至るまで、幅広い分野に渡って普及している。
【０００３】
また、近時では、ＣＤと同径の光ディスクに、約２時間分の映画に対応する量の主映像デ
ータと、８種類の音声データと３２種類の字幕等を表わす副映像データとを記録した、Ｄ
ＶＤ－ＲＯＭ等が開発されている。そして、現在では、映像データに対して国際規格化し
たＭＰＥＧ（ Moving Picture Image Coding Experts Group ）２圧縮方式を使用し、音声
データに対してＡＣ－３圧縮方式を採用した、ＤＶＤ規格も提案されている。
【０００４】
このＤＶＤ規格は、ＭＰＥＧ２システムレイヤにしたがって、主映像圧縮方式にＭＰＥＧ
２を使用するとともに、音声圧縮方式としてＡＣ－３方式とＭＰＥＧ方式とをサポートし
、さらに、字幕用としてビットマップデータをランレングス圧縮してなる副映像データと
、早送りや早戻し等の特殊再生用のコントロールデータ（ナビゲーションパック）とを追
加した構成となっている。
【０００５】
また、このＤＶＤ規格では、例えばパーソナルコンピュータ等でもデータを読むことがで
きるように、ＩＳＯ（ International Organization for Standardization）９６６０と、
マイクロＵＤＦ（ Universal Disk Format ）とをサポートしている。
【０００６】
一方、現在では、上記したＤＶＤ－ＲＯＭのように再生専用の光ディスクだけでなく、例
えばＤＶＤ－ＲＡＭ（ Random Access Memory）等のように、データの書き込みや書き替え
を行なうことが可能な光ディスクも開発されてきている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、上記のように、主映像データ，音声データ及び副映像データが記録された光デ
ィスクを再生する場合、副映像データの表示に関しては、その表示期間や同時刻における
表示量等が、予め光ディスクに記録されている管理情報によって決められているため、ユ
ーザにとって不便な点が多いという問題が生じている。
【０００８】
例えば、副映像で作成した字幕を含む映画を再生して見る際に、字幕の表示期間が予め決
まっているために、字幕を読み終わらないうちに字幕が消えてしまうことがよくある。こ
れは、視力が低い人や遠くから画面を見ている人にとって、深刻な問題となっている。
【０００９】
また、同時刻における字幕の表示量も予め決まっているために、前のシーンの字幕を現在
のシーンの字幕にならべて同時表示することや、同時に複数のチャンネル（例えば言語等
）の字幕をならべて表示することもできず、実用上不便な点が多いものである。
【００１０】
そこで、この発明は上記事情を考慮してなされたもので、副映像データの表示期間や表示
量等を制御可能として、ユーザのニーズに対応した便利で実用的な副映像表示を行なうこ
とができるようにした極めて良好な情報再生装置を提供することを目的とする。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　この発明に係る情報再生装置は、主映像データと、この主映像データに関連する複数の
副映像データと、この複数の副映像データそれぞれの表示期間を規定する制御データとが
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記録された記録媒体を再生するものを対象としている。そして、

表示可能とするようにしたものである。
【００１４】
　上記のような構成によれば、

可能とし
たので、ユーザのニーズに対応した便利で実用的な副映像表示を行なうことができるよう
になる。
【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の第１の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。すなわち、
図１は、主映像データ，音声データ及び副映像データの書き替えが可能な光ディスク１１
に対して、データの書き込み及び読み出しを行なうための記録再生装置を示している。
【００１７】
この記録再生装置は、主として、光ディスク１１を回転駆動し、この光ディスク１１に対
して情報の書き込みや読み出しを行なうディスクドライブ部１２と、録画側を構成するエ
ンコーダ部１３と、再生側を構成するデコーダ部１４と、装置本体の動作を制御するＭＰ
Ｕ（ Microprocessing Unit）部１５とから構成されている。
【００１８】
このうち、エンコーダ部１３は、Ａ／Ｄ（ Analogue/Digital）変換部１６と、ビデオエン
コード部１７と、オーディオエンコード部１８と、ＳＰ（ Sub Picture ）エンコード部１
９と、フォーマッタ部２０と、バッファメモリ部２１とを備えている。
【００１９】
Ａ／Ｄ変換部１６には、Ａ／Ｖ（ Audio/Video ）入力部２２からの外部アナログビデオ信
号＋外部アナログオーディオ信号、あるいはＴＶ（ Television）チューナ部２３からのア
ナログＴＶ信号＋アナログオーディオ信号が入力される。このＡ／Ｄ変換部１６は、入力
されたアナログビデオ信号を、例えばサンプリング周波数１３．８ＭＨｚ、量子化ビット
数８ビツトでデジタル化する。すなわち、輝度成分Ｙと色差信号Ｃｒ（またはＹ－Ｒ）と
色差信号Ｃｂ（またはＹ－Ｂ）とが、それぞれ８ビットで量子化される。
【００２０】
同様に、Ａ／Ｄ変換部１６は、入力されたアナログオーディオ信号を、例えばサンプリン
グ周波数４８ＭＨｚ、量子化ビット数１６ビットでデジタル化する。なお、Ａ／Ｄ変換部
１６にアナログビデオ信号及びデジタルオーディオ信号が入力されるときは、Ａ／Ｄ変換
部１６は、デジタルオーディオ信号をスルーパスさせる。この場合、デジタルオーディオ
信号の内容は改変せず、デジタル信号に付随するジッタだけを低減させる処理、あるいは
サンプリングレートや量子化ビット数を変更する処理等は行なっても良い。
【００２１】
一方、Ａ／Ｄ変換部１６にデジタルビデオ信号及びデジタルオーディオ信号が入力される
ときは、Ａ／Ｄ変換部１６は、デジタルビデオ信号及びデジタルオーディオ信号をスルー
パスさせる。これらのデジタル信号に対しても、内容は改変することなく、ジッタ低減処
理やサンプリングレート変更処理等は行なっても良い。
【００２２】
Ａ／Ｄ変換部１６からのデジタルビデオ信号成分は、ビデオエンコード部１７を介してフ
ォーマッタ部２０に送られる。また、Ａ／Ｄ変換部１６からのデジタルオーディオ信号成
分は、オーディオエンコード部１８を介してフォーマッタ部２０に送られる。
【００２３】
ビデオエンコード部１７は、入力されたデジタルビデオ信号を、ＭＰＥＧ２またはＭＰＥ
Ｇ１規格に基づき、可変ビットレートで圧縮されたデジタル信号に変換する機能を持つ。
また、オーディオエンコード部１８は、入力されたデジタルオーディオ信号を、ＭＰＥＧ
またはＡＣ－３規格に基づき、固定ビットレートで圧縮されたデジタル信号［またはリニ
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アＰＣＭ（ Pulse Code Modulation ）のデジタル信号］に変換する機能を持つ。
【００２４】
映像情報がＡ／Ｖ入力部２２から入力された場合（例えば副映像信号の独立出力端子付Ｄ
ＶＤビデオプレーヤからの信号）、あるいはこのようなデータ構造のＤＶＤビデオ信号が
放送されそれがＴＶチューナ部２３で受信された場合は、ＤＶＤビデオ信号中の副映像信
号成分が、ＳＰエンコード部１９に入力される。ＳＰエンコード部１９に入力された副映
像データは、所定の信号形態にアレンジされて、フォーマッタ部２０に送られる。
【００２５】
フォーマッタ部２０は、バッファメモリ部２１をワークエリアとして使用しながら、入力
されたビデオ信号、オーディオ信号、副映像信号等に対して所定の信号処理を行ない、所
定のファイル構造に合致した記録データを生成して、データプロセッサ部２４に出力する
。
【００２６】
ここで、上記ディスクドライブ部１２には、データプロセッサ部２４と、ディスクチェン
ジャ部２５と、一時記憶部２６と、ＳＴＣ（ System Time Clock ）部２７とが接続されて
いる。
【００２７】
データプロセッサ部２４は、ＭＰＵ部１５の制御に基づいて、エンコーダ部１３からのＤ
ＶＤ記録データをディスクドライブ部１２を介して光ディスク１１に記録させたり、光デ
ィスク１１に記録されたデータをディスクドライブ部１２を介して読み取り上記デコーダ
部１４に出力している。また、データプロセッサ部２４は、光ディスク１１に記録された
管理情報の書き替えや、記録データの削除等も行なう。
【００２８】
デコーダ部１４は、データプロセッサ部２４からのデータを主映像と副映像とオーディオ
成分とに分離する分離部２８と、分離部２８で分離された主映像データをデコードするビ
デオデコード部２９と、分離部２８で分離された副映像データをデコードするＳＰデコー
ド部３０と、分離部２８で分離されたオーディオデータをデコードするオーディオデコー
ド部３１と、ビデオデコード部２９からの主映像データにＳＰデコード部３０からの副映
像データを適宜合成するビデオプロセッサ部３２と、このビデオプロセッサ部３２からの
デジタルビデオ出力をアナログビデオ信号に変換するＤ／Ａ（ Digital/Analogue）変換部
３３と、オーディオデコード部３１からのデジタルオーディオ出力をアナログオーディオ
信号に変換するＤ／Ａ変換部３４とを備えている。
【００２９】
そして、Ｄ／Ａ変換部３３からのアナログビデオ信号及びＤ／Ａ変換部３４からのアナロ
グオーディオ信号は、Ａ／Ｖ出力部３５を介して図示しない外部コンポーネント（２チャ
ンネル～６チャンネルのマルチチャンネルステレオ装置＋モニタＴＶまたはプロジェクタ
）に供給される。
【００３０】
上記ＭＰＵ部１５は、ＳＴＣ部２７からの時間データに基づいて、ディスクドライブ部１
２、エンコーダ部１３、デコーダ部１４、データプロセッサ部２４及びディスクチェンジ
ャ部２５を制御している。このＭＰＵ部１５の制御結果のうち、ユーザに通知すべき内容
は、表示部３６に表示される。
【００３１】
ここで、上記デコーダ部１４において、分離部２８で分離されて、ＳＰデコード部３０に
転送される副映像データは、図２に示すようなデータ構成となっている。すなわち、副映
像データは、ある時刻内にデコードされるデータ群がユニットという単位で構成されてお
り、各ユニットの先頭には、そのユニットの副映像データをデコードさせる時刻を示すタ
イムスタンプＰＴＳが付されている。
【００３２】
以下、図３に示すフローチャートを参照して、副映像データの表示動作の一例について説
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明する。まず、開始（ステップＳ１）されると、ＭＰＵ部１５は、ステップＳ２で、図示
しないタイマにより計測された再生時間と、タイムスタンプＰＴＳとの関係により、ＳＰ
デコード部３０にデコードさせるユニットを決定する。この場合、デコードするユニット
を先頭からＮ番目のユニットＮとする。
【００３３】
すると、ＭＰＵ部１５は、ステップＳ３で、ユニットＮの表示開始時刻を過ぎているか否
かを判別し、過ぎていると判断された場合（ＹＥＳ）、ステップＳ４で、ユニットＮの表
示終了時刻を過ぎているか否かを判別する。そして、ユニットＮの表示終了時刻を過ぎて
いないと判断された場合（ＮＯ）、ＭＰＵ部１５は、ステップＳ５で、ユニットＮの表示
を実行する。
【００３４】
また、ステップＳ４でユニットＮの表示終了時刻を過ぎていると判断された場合（ＹＥＳ
）、ＭＰＵ部１５は、ステップＳ６で、次に表示すべきユニットＮ＋１のデコード開始時
刻を過ぎているか否かを判別し、過ぎていないと判断された場合（ＮＯ）、ステップＳ５
によりそのままユニットＮの表示を実行する。
【００３５】
そして、ステップＳ６で次に表示すべきユニットＮ＋１のデコード開始時刻を過ぎている
と判断された場合（ＹＥＳ）、ＭＰＵ部１５は、ステップＳ７で、ユニットＮの表示を消
すように動作する。
【００３６】
上記した表示動作によれば、ユニットＮの表示終了時刻を過ぎても、次に表示すべきユニ
ットＮ＋１のデコード開始時刻に達するまでは、ユニットＮを継続して表示させるように
したので、例えば字幕の表示期間を延長することが可能となり、ユーザが字幕を読みやす
くなる。
【００３７】
図４に示すフローチャートは、副映像データの表示動作の他の例について説明している。
すなわち、この図４に示す表示例では、同時刻に最大Ｋ個までのユニットを、互いの表示
位置が重ならないように同一画面内にならべて同時表示することについて説明している。
この場合、現在表示されているユニットから過去に表示されたユニットにさかのぼって最
大Ｋ個のユニットが同時表示される。
【００３８】
まず、開始（ステップＳ８）されると、ＭＰＵ部１５は、ステップＳ９で、図示しないタ
イマにより計測された再生時間と、タイムスタンプＰＴＳとの関係により、ＳＰデコード
部３０にデコードさせるユニットを決定する。この場合、デコードするユニットを先頭か
らＮ番目のユニットＮとする。
【００３９】
すると、ＭＰＵ部１５は、ステップＳ１０で、Ｎが０であるか否か、つまり、デコードす
るユニットが先頭（０番目）のユニットであるか否かを判別し、Ｎが０であると判断され
た場合（ＹＥＳ）、ステップＳ１１で、その先頭ユニットを通常通り表示させる。
【００４０】
また、ステップＳ１０でＮが０でない、つまり、デコードするユニットが先頭のユニット
でないと判断された場合（ＮＯ）、ＭＰＵ部１５は、ステップＳ１２で、Ｎ－Ｋ＜Ｍ≦Ｎ
なる式を満たすＭ番目となり得るユニットを全て検出する。例えば、Ｋ＝３に設定されて
いれば、Ｎ番目のユニットと、Ｎ－１番目のユニットと、Ｎ－２番目のユニットとの、３
つのユニットが検出される。
【００４１】
そして、ＭＰＵ部１５は、ステップＳ１３で、検出されたＭ番目となる全てのユニットに
対して、その表示エリアが互いに重ならないように設定し、ステップＳ１４で、Ｍ番目と
なる全てのユニットを同時表示させる。
【００４２】
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図５（ａ）～（ｆ）は、ユニットが字幕を構成する場合を例にして、図４で説明した表示
動作を具体的に示している。すなわち、図５（ａ）では、０番目のユニットによる「車が
みえますか？」という字幕のみが表示されている。
【００４３】
次に、図５（ｂ）では、０番目のユニットによる字幕を表示させたまま、次の１番目のユ
ニットによる「どこですか？」という字幕を表示させている。この場合、過去の字幕は、
その表示エリアが画面上で上にずれ、最新の字幕が一番下の表示エリアに表示される。
【００４４】
次に、図５（ｃ）では、０番目と１番目のユニットによる字幕をそれぞれ表示させたまま
、次の２番目のユニットによる「赤い屋根の家の前です。」という字幕を表示させている
。この場合、過去の字幕は、古い方が上になるように、それらの表示エリアが画面上で上
にずれ、最新の字幕が一番下の表示エリアに表示される。
【００４５】
そして、図５（ｄ）では、０番目のユニットによる字幕が消され、１番目と２番目のユニ
ットによる字幕をそれぞれ表示させたまま、次の３番目のユニットによる「はい、見えま
した。」という字幕を表示させている。以下、同様にして、連続する３つのユニットによ
る字幕が順次表示されるようになる。
【００４６】
この場合、３つのユニットによる字幕は、それぞれ色を異ならせて表示することができる
。特に、最新のユニットによる字幕を、過去の２つのユニットによる字幕に対して色を異
ならせて表示すれば、効果的である。また、３つのユニットによる字幕を、古いものほど
順次薄く表示されるように、主映像とのコントラスト比を設定することもできる。
【００４７】
図６に示すフローチャートは、副映像データの表示動作のさらに他の例について説明して
いる。すなわち、この図６に示す表示例では、同時刻に最大Ｋ個までの異なるチャンネル
（例えば言語等）のユニットを、互いの表示位置が重ならないように同一画面内にならべ
て同時表示することについて説明している。
【００４８】
まず、開始（ステップＳ１５）されると、ＭＰＵ部１５は、ステップＳ１６で、複数チャ
ンネルの表示モードが要求されたか否かを判別し、要求されないと判断された場合（ＮＯ
）、ステップＳ１７で、予め設定されたまたはユーザが選択した１チャンネル分の副映像
データをデコード処理し、ステップＳ１８で、表示する。
【００４９】
また、ステップＳ１６で、複数チャンネル表示モードであると判断された場合（ＹＥＳ）
、ＭＰＵ部１５は、ステップＳ１９で、ユーザの希望する表示チャンネル数ＬがＬ≦Ｋの
範囲内に入っているか否かを判別し、入っていないと判断された場合（ＮＯ）、ステップ
Ｓ１７の処理に移行される。
【００５０】
一方、ステップＳ１９で、ユーザの希望する表示チャンネル数ＬがＬ≦Ｋの範囲内に入っ
ていると判断された場合（ＹＥＳ）、ＭＰＵ部１５は、ステップＳ２０で、Ｌチャンネル
分の副映像に対してそれらの表示エリアが互いに重ならないように設定し、ステップＳ２
１で、Ｌチャンネル分の副映像データをデコード処理し、ステップＳ２２で、同時表示す
る。
【００５１】
図７は、日本語の字幕と英語の字幕を構成する２チャンネル分の副映像データを、同時刻
に同一画面上にならべて同時表示させた例を示している。この場合、言語によって色及び
コントラストを変えて表示することもできる。
【００５２】
次に、図８は、この発明の第２の実施の形態を示すもので、図１と同一部分には同一符号
を付して示している。すなわち、上記デコーダ部１４には、分離部２８で分離された副映
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像データを送信する送信部３７が設置されている。この送信部３７で送信された副映像デ
ータは、Ａ／Ｖ出力部３５からの出力ビデオ信号を表示するモニタＴＶのリモートコント
ローラ３８に受信される。
【００５３】
このリモートコントローラ３８は、受信した副映像データをデコード処理するＳＰデコー
ド部３９と、このＳＰデコード部３９でデコード処理された副映像データを表示する表示
部４０とを備えている。このため、図９に示すように、モニタＴＶ４１の画面上には字幕
が表示されず、ユーザの手元にあるリモートコントローラ３８の表示部４０に字幕を表示
させることができるので、ユーザが字幕を読みやすくなる。
【００５４】
この場合、デコーダ部１４のＳＰデコード部３０から出力されるデコード処理後の副映像
データを、送信部３７を介してリモートコントローラ３８に送出するように構成してもよ
い。このようにすれば、リモートコントローラ３８にＳＰデコード部３９を設ける必要が
なくなるので、構成を簡易化することができる。
なお、この発明は上記した各実施の形態に限定されるものではなく、この外その要旨を逸
脱しない範囲で種々変形して実施することができる。
【００５５】
【発明の効果】
以上詳述したようにこの発明によれば、副映像データの表示期間や表示量等を制御可能と
して、ユーザのニーズに対応した便利で実用的な副映像表示を行なうことができるように
した極めて良好な情報再生装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明に係る情報再生装置の第１の実施の形態を示すブロック構成図。
【図２】副映像データのデータ構成を説明するために示す図。
【図３】同第１の実施の形態における副映像の表示動作の一例を説明するために示すフロ
ーチャート。
【図４】同第１の実施の形態における副映像の表示動作の他の例を説明するために示すフ
ローチャート。
【図５】図４に示した副映像の表示動作を具体的に説明するために示す図。
【図６】同第１の実施の形態における副映像の表示動作のさらに他の例を説明するために
示すフローチャート。
【図７】図６に示した副映像の表示動作を具体的に説明するために示す図。
【図８】この発明に係る情報再生装置の第２の実施の形態を示すブロック構成図。
【図９】同第２の実施の形態における副映像の表示動作を具体的に説明するために示す図
。
【符号の説明】
１１…光ディスク、
１２…ディスクドライブ部、
１３…エンコーダ部、
１４…デコーダ部、
１５…ＭＰＵ部、
１６…Ａ／Ｄ変換部、
１７…ビデオエンコード部、
１８…オーディオエンコード部、
１９…ＳＰエンコード部、
２０…フォーマッタ部、
２１…バッファメモリ部、
２２…Ａ／Ｖ入力部、
２３…ＴＶチューナ部、
２４…データプロセッサ部、
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２５…ディスクチェンジャ部、
２６…一時記憶部、
２７…ＳＴＣ部、
２８…分離部、
２９…ビデオデコード部、
３０…ＳＰデコード部、
３１…オーディオデコード部、
３２…ビデオプロセッサ部、
３３，３４…Ｄ／Ａ変換部、
３５…Ａ／Ｖ出力部、
３６…表示部、
３７…送信部、
３８…リモートコントローラ、
３９…ＳＰデコード部、
４０…表示部、
４１…モニタＴＶ。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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